
 

 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：令和２年４月 30 日  

学校名：県立厚木清南高等学校 （定時制）  

平成 31 年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 29 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

柔軟な学びのシ

ステムを活かし

た教育課程の編

成を推進する。 

 

 

生徒が主体的に

学び、学力の定

着が図れるよう

な授業を実現す

るための研究を

推進する。 

 

①新学習指導要

領の趣旨を踏ま

えた、新教育課

程の編成を構築

する。 

 

②生徒が主体的

に学べるための

授業研究を行

う。 

 

 

・ＩＣＴ機器等

を利活用するこ

とで、さらに分

かりやすい授業

の 実 現 を 目 指

す。 

①新学習指導要領の改訂

に伴う課題について、そ

の対応を検討する。 

 

 

 

②様々な生徒に対応でき

るように「授業のちょっ

と×２」の取り組みを深

め、ちょっと、授業を工

夫し実践していく。 

 

・ＩＣＴを利活用し、教

員間で連携・共有を図り

ながら「わかる・でき

る」授業を目指すととも

に、ＢＹＯＤ回線を利活

用した効果的な授業展開

を実践する。 

①新学習指導要領

の改訂に伴う課題

について、その対

応を検討すること

ができたか。 

 

②各教科で、「ち

ょっと×２」を実

践した授業を行

い、内容を共有で

きたか。 

 

・ＩＣＴを利活用

した授業例や教材

等を教員間で共有

しながら授業改善

ができたか。 

 

①教育課程の策定方

針を立て、各教科等

に検討してもらうこ

とで、組織的に対応

することができた。 

 

・BYOD を意識した

研究授業を行えるよ

う授業開発に取り組

むことができた。 

 

 

・生徒所有のｽﾏｰﾄﾌｫ

ﾝや chromebook を活

用した授業が少しず

つであるが、展開さ

れている。 

①原案どおりでよ

いという回答が散

見されたので、自

分自身が関わって

新たな教育課程を

作り上げるという

土台の醸成をさら

に進めることが必

要である。 

 

 

 

・教科指導におい

て BYOD 回線の効

果的な利活用を組

織的に模索してい

くことが課題であ

る。 

・新教育課程への組

織的な対応ができた

ことは、重要な達成

である。 

 

・「ちょっと×2」、

BYOD 導入などで、定

時制教職員が大きな

貢献をした。 

・新教育課程への組織

的な対応をさらに前進

させる。 

 

 

・「ちょっと×2」を

踏まえ、ICT、BYOD 回

線を効果的に利活用し

た授業実践が行われて

いる。 

・職員会議等で途中

経過を報告し、教職

員全体での情報共有

を図る。 

 

・教科・課程を超え

て効果的に利活用研

修会等を行う等、工

夫・改善を図る。 

２ 生徒指導・支援 

多様な課題を抱

える生徒に対応

するため指導、

支援体制の充実

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校行事を通し

て生徒の自己肯

定感の向上を図

る。 

 

①外部の関係機

関の人材と連携

し、支援体制の

充実を図る。 

・学校いじめ防

止基本方針に基

づく取組を徹底

する。 

 

 

 

 

 

 

②生徒が主体的

に活動し、自己

肯定感が高めら

れる環境づくり

を進める。 

①外部関係機関と連携し

ながら生徒の指導・支援

を行う。教育相談コーデ

ィネーターを中心に相談

体制・支援体制の充実を

図る。 

・いじめアンケートの内

容を検討し、いじめの未

然防止、早期発見に努め

る。 

 

 

 

 

②文化祭、スポーツ大会

を生徒会中心に企画運営

を行い、自分たちが作り

上げる行事にする。 

 

 

 

 

 

 

①外部機関と連携

することができた

か。教育相談コー

ディネーター（年

次相談係）を中心

に、相談体制・支

援体制が機能でき

たか。 

・いじめアンケー

トの結果は、迅速

に適切に対応でき

たか。 

 

 

②生徒自らが主体

的にクラスの企画

を作り上げること

ができたか。 

①県立総合教育セン

ター、県警少年相談

保護センター、児童

相談所等との連携の

他、こころサポート

事業を活用して、精

神科医との連携、外

国につながりのある

生徒が母語で相談で

きる体制を作った。 

・いじめアンケート

は適切に対応した。 

 

 

・挨拶運動をはじめ

生徒会が中心となっ

て明るい学校になる

よう雰囲気づくりに

努めることができ

た。 

①SCの利用は、１

年次生が多く、他

年次も必要な生徒

は繋がるよう働き

かけが必要であ

る。こころサポー

ト事業は、２年間

の事業であり、事

業継続は費用面で

調整が必要であ

る。 

・いじめアンケー

トは、欠席をして

いる生徒からは、

情報を集めること

ができない。 

・多様な機関との連

携を広げることで、

「頼れる」ネットワ

ークを広げたことは

大きな成果である。 

 

 

 

 

 

 

・いじめアンケート

や挨拶運動など積極

的な取り組みが見ら

れた。 

・頼れる外部機関と連

携を取りながら、生徒

を指導・支援できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめアンケートは

年２回行うことが定着

し、適切に対応でき

た。 

・繋がりをもてた外

部機関との連携を継

続していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめアンケート

実施日に欠席した生

徒には、登校した際

に随時アンケートを

実施する。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 29 日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり

が将来性、計画

性を踏まえて自

己実現ができる

進路指導の充実

を図る。 

①多様な課題を

抱える生徒に対

応するキャリア

サポート体制の

充実を図る。 

 

 

①校内カフェや進路の活

動を通して、外部支援

者、教員、生徒の間の連

携を緊密にする。 

 

・就労相談を主要業務と

する若者サポートステー

ションやハローワーク、

ＮＰＯなどと連携をし、

早期から体験的な学習を

実施する。 

 

・外国に繋がる生徒の就

労に関して連携先を模索

する。 

①校内カフェや進

路の活動を通して

外部支援者、教

員、生徒の間の交

流がなされたか。 

 

・就労相談の利用

状況や体験的な学

習の実施状況はど

うだったか。 

 

・外国に繋がる生

徒の就労に関する

連携先を開拓でき

たか。 

①校内カフェを通じ

て企業や NPO 及びカ

フェスタッフ等と、

本校職員間の交流が

活発になった。 

・就労相談や体験学

習は、外部との連携

というよりも、イン

ターンシップや教員

による相談という形

で実施できた。 

・日本語を苦手とす

る生徒は、進学をす

る傾向にあり、就労

先としての開拓は進

まなかった。 

①校内カフェの認

知度が高まってき

たので、今後、カ

フェを核として生

徒の進路意識向上

につなげる。 

・カフェで面談の

予約を取り、別日

での面談という形

を確立する必要が

ある。 

・企業との連携を

深め、外国につな

がりのある生徒の

就労先の情報を収

集する必要があ

る。 

・校内カフェを通じ

て交流の活発化は大

きな成果である。 

 

・カフェに足が向か

ない生徒のフォロー

が課題である。 

 

 

・校内カフェを通じて

外部と活発な交流がで

きているが、カフェに

足が向かない生徒に対

して、何らかの支援が

必要である。 

・カフェスタッフが

教室を巡回する出張

カフェなどで、生徒

との交流を行い、他

者との交流を心地よ

いと思ってもらえる

素地を作る。 

４ 地域等との協働 

地域に理解さ

れ、信頼される

活動を推進す

る。 

 

①地域との連携

を推進し地域貢

献活動に積極的

に取り組む。 

・防災活動につ

いて地域との協

働を図る。 

 

 

②教育活動の情

報発信の充実を

図る。 

①地域貢献活動の一環と

して清掃活動を通して地

域に貢献できるようにす

る。 

・厚木市や近隣自治会と

連携・協議して「避難所

初動マニュアル」を整備

する。 

 

②ホームページのＣＭＳ

化に伴い、情報発信の質

的向上を目指すととも

に、三課程合同パンフレ

ットの作成を進める。 

 

①日頃から地域の

美化を目的に生徒

が行動することが

できたか。 

・厚木市や近隣自

治会と連携・協議

をして「避難所初

動マニュアル」を

整備できたか 

②ホームページの

ＣＭＳ化や三課程

合同のパンフレッ

ト作成について課

程間での調整がで

きか。 

・年に２回の地域清

掃活動を行い、環境

美化に努めることが

できた。 

・厚木市より本校を

避難所とする自治会

が指定されておら

ず、整備に至ってい

ない。  

②三課程合同のパン

フレット作成につい

て課程間の調整を図

った。 

 

 

 

 

・厚木市と連携を

はかり、本校を避

難所とする自治会

を早急に指定する

よう働きかける。 

 

②課程間の調整を

図りながら、効果

的な広報活動の充

実を図るととも

に、三課程合同の

中学校教員向け説

明会実施の検討を

進める。 

・高校生が地域清掃

に取り組んでいる活

動は評価できる。 

 

・外部との連携の広

まりは、この地域で

の本校の存在感を増

している。そこを地

域に生かす工夫がほ

しい。 

・地域貢献活動を通し

て、学校の取り組みを

発信することができ

た。 

・地域や厚木市との連

携をはかり、本校を避

難所として機能させる

ための組織作りが今後

の課題である。 

 

・課程間で連携・調整

を図ることで広報活動

の充実を図ることがで

きた。 

 

・生徒がより、地域

に対して愛着を持て

るような取り組みが

できるようにする。 

・避難所運営につい

ては厚木市の防災担

当部署との連携をさ

らに深める必要があ

る。 

 

・三課程合同のパン

フレットの質的向

上、三課程合同の中

学校教員向け説明会

の実施等、工夫・改

善を図る。 

５ 
学校管理 

学校運営 

安全・安心な学

校づくりのため

に三課程が連携

して教育活動を

展開する。 

 

 

 

 

 

フレキシブルス

クールとして三

課程の情報共有

を推進する。 

 

 

①学校運営マニ

ュアル等の内容

の充実を図る。 

・三課程で連携

実施する防災訓

練を発展させ

る。 

 

 

 

②ＩＣＴ機器の

利活用により、

学校運営の円滑

化をさらに推進

する。 

①厚木市や神奈川県や学

校周辺自治会との連携を

図り避難所運営委員会を

立ち上げる。 

・三課程が協力して、教

員主導でなく生徒主体の

実践的な防災訓練を計画

実施する。 

 

 

②セキュリティ意識を高

め、効果的な情報共有の

追求を図るとともに、老

朽化したＩＣＴ機器の更

新等を進め、快適なＩＣ

Ｔ環境の構築やＢＹＯＤ

回線の効果的な利活用を

①厚木市や神奈川

県や学校周辺自治

会との連携を図り

避難所運営委員会

の立ち上げについ

て動き出せたか。 

・実施要項に基づ

き三課程合同の防

災訓練が実施でき

たか。 

②セキュリティ意

識を高め、効果的

な情報共有ができ

たか。使いやすい

ＩＣＴ環境整備が

推進できたか。 

・厚木市より本校を

避難所とする自治会

が指定されておら

ず、整備に至ってい

ない。 

・今年度も三課程避

難訓練を実施するこ

とができた。 

 

 

②三課程合同で研修

会を実施する等、セ

キュリティ意識を高

める取り組みを推進

するとともに、ICT

環境整備の充実を図

った。 

・厚木市と連携を

はかり、本校を避

難所とする自治会

を早急に指定する

よう働きかける。 

・避難訓練は問題

なくできることが

わかった。今後は

様々な災害を想定

した訓練を計画し

たい。 

②課程間で連携を

図りながら、セキ

ュリティ意識を高

め、効果的な ICT

機器の利活用の推

進を継続して進め

・三課程の連携が進

んできている。これ

が本校の特徴で、強

みである。 

・三課程が連携して防

災活動や災害時の緊急

避難等を行うことがで

きた。 

・地域や厚木市との連

携をはかり、本校を避

難所として機能させる

ための組織作りが今後

の課題である。 

 

 

・セキュリティ意識を

高めるとともに、老朽

化した ICT 機器等の更

新を推進するができ

た。 

・避難所運営につい

ては厚木市の防災担

当部署との連携をさ

らに深める必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

・課程・教科を超え

た効果的な情報共有

の追求を図るととも

に、ICT 利活用の質的

向上を図る。 



 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 31 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 29 日実施） 成果と課題 改善方策等 

目指す。 ていく。 

  


